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 特定非営利活動法人　国際協力NGO風の会



日頃より風の会の活動にご支援、
ご協力を賜りましてありがとうございます。
第25代運営委員会経理部長の謝冬林です。

厳しい暑さの続く昨今、皆様いかがお過ごしでしょうか。
春新歓期に入り、今年度もたくさんの新入生を迎え、

現在約80人の規模となりました。
新歓期を機に、これまで自粛していた対面活動を、
感染対策を徹底しながら全面的に再開することと

なりました。コロナ禍で生まれた新しい活動様式を
取り入れ、新規事業を続けながら、かつての活動に

戻れるよう、日々試行錯誤しております。
未曾有の困難な局面の中、風の会が

現在に至るまで挑戦を続けられたのは、
皆様の温かいご支援・ご協力のおかげでございます。

改めて、心より感謝申し上げます。
そして、感染状況の収束と水際政策緩和を鑑み、

今年の夏は３年ぶりにカンボジアへ渡航できるよう、
準備を進めております。現役会員の誰一人も

渡航経験がないという非常に難しい状況の中、
たくさんのOBOGの方々に支えていただきながら、

少しずつ前進しております。渡航を再開し、
会員一人一人が情熱を持って、新しい挑戦に

立ち向かい、風の会がより充実した
支援を行えるよう努めてまいります。

今後とも、よろしくお願い申し上げます。　

運営挨拶運営挨拶

１



5月3・4日、カンボジアフェスに参加しました！
弊会では、カンボジア現地品やステッカーや

カレンダーなどのオリジナルグッズを販売しました。
カンボジアを愛する沢山のお客様にお立ち寄りいただき、

2日間で56400円の売り上げ、
12,282円の寄付金を頂戴いたしました。
これらの資金は全て、弊会のビジョン、

「全ての子どもたちが未来への希望を持てる社会」
のために、大切に使わせていただきます。

昨年までコロナの影響で開催されていなかった分、
当日は非常に沢山の人でにぎわっていました。

多種多様な形でカンボジアと関わる沢山の団体の方々と
お話することができ、この先の活動につながる

実りのある2日間となりました。

カンボジアフェスに参加しました！

２

特集①特集①



夏渡航が決定しました！

３

2022年は３年ぶりとなる夏のワークキャンプを
行うこととなりました。現会員には渡航経験者が

いないため、OBOGの方々のお力添えを
いただきながら、準備を進めております。

ご協力を賜っておりますOBOGの方々には、
深く御礼申し上げます。

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。
現在は渡航へむけた準備として、シミュレーション隊列や

派遣者面談を行っております。渡航までの時間が
少ない中ですが、会員一同準備に励んでおります。

今後も渡航へ向けて気を引きしめ、
安全かつ充実した渡航としてまいります。

渡航報告もいたしますので、
ぜひ楽しみにお待ちください。   

特集②特集②



〇運営

４

事業部活動報告事業部活動報告

代表
渡航に関してOBOGの方々に協力を依頼していました。

また、新入生が加入するタイミングで組織体制の
見直しと活動意義の確認を行いました。

 
事業局

新入生ワークと渡航準備を主にしました。
OBOGの方を中心に渡航に関する情報集め、
支援先に関する情報集めをしていました。

 
事務局

4月に引き続き、新入生の入会に関する手続きを
行いました。会に入会するにあたって専用の

メールアドレス作成や、連絡ツールであるSlack、
情報管理ツールであるGoogle Driveの説明なども

並行して行いました。



５

事業部活動報告事業部活動報告

広報
4月から6月まで積極的に春新歓を行い、

計10回の説明会と計8回の個別対応説明会、
またInstagramでのライブ配信の企画を計4回行い、

21名が新たに入会しました。
SNSでの情報発信力を高めるべく、主にTwitter・

Instagramのフォロワーを増やすために活動しました。
1か月でTwitterは約50名、Instagramは約100名が

新たなフォロワーとして加わりました。
またOBOGとの繋がりを構築するため、

LINEでのオープンチャットを導入しました。

〇運営



６

事業部活動報告事業部活動報告
〇運営

経理
春新歓に入ってくれた新入生に年会費の徴収や、
渡航することにあたって増加した支出の管理、

記帳などの通常業務を行いました。
そのほか、収入源と支出先の比例や、各事業部が

提出した予算表を見て、終始バランスを見直して、
年度末報告に向けて準備を進めていました。

財務
ファンドレイジング事業部と協力をして
カンボジアフェスの準備を行いました。

通常業務としては、協賛してくださる方々との
連絡や学校建設事業の資金調達に関わっていただく

志村ライオンズクラブ様の定例会にも出席
いたしました。また、街頭募金を開始するための

資料作成と助成金に関する情報収集を行いました。



〇異文化交流事業部

７

事業部活動報告事業部活動報告

【動画ｐ】
カンボジアの遊びを会員で実際に行い、動画を撮影

しました。また、動画を編集する際に使用する
スライドの作成も行いました。

【出張授業】
出張授業先の新規開拓のためにも、

出張授業専用のポスターを作成しました。
【交流プロジェクト】

カンボジアの子どもたちと日本の子どもたちを繋ぐ
オンライン交流の実施内容の案出しとそれを踏まえた

再確認、そしてアポ取りを行いました。
【渡航時のセミナーについて】

８月のカンボジア渡航に向けて渡航時に各学校/孤児院の
子どもたちに向けて実施するセミナーについて考えました。

【コメント】
主に、動画作成と出張授業の準備、渡航時のセミナーの

コンテンツ決めを行いました！異文化交流事業部の
目的を見つめ直す意味のある時間になったと感じています。

今月からは、引き続き約1ヶ月後の渡航へ向けて、
カンボジアの子どもたち・先生、そして私たち自身も

楽しめる有意義なコンテンツを考えていきたいです！       



〇ファンドレイジング事業部

８

事業部活動報告事業部活動報告

【活動内容】
GWにはカンボジアフェスに参加しました。
その後は講演会の詳細詰めを行うなかで、

現在のファンドレイジング事業部の活動方針や
あり方について疑問が生じ、それについての

話し合いを始めました。ここをいい機会として、
「すべての子どもたちが未来への希望を持てる社会」

の実現を目指して、全員で意識をもちなおして
頑張っていけたらと思います。また、渡航に関しては

ファンドレイジング事業部は保護者説明会を担うことに
なりました。渡航者を中心として各自が役割を果たして
いっています。イベントも控えばたばたしていますが、

全員の意識を統一して同じ方向を向いて
進んでいきたいと思います。

     【コメント】
カンボジアフェスでは他事業部の会員も参加してくれて、
OBOGの方々や外部の方々との交流を深める機会となり、

大変楽しい２日間でした！足を止めて詳しく話を
聞いていただいたり、ご経験を教えていただいたりして、

とても有意義な時間でした。今後の活動にこの経験を
活かしていきたいです！



〇総合教育事業部
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事業部活動報告事業部活動報告

【活動内容】
５月、６月はこれまでの体制を刷新し、

ラオス事業部と総合教育事業部を統合し、
新体制の総合教育事業部を発足させました。

そのため、これまでのプロジェクトの進行と同時に
事業部体制の抜本的な見直しをはかり、
事業部計画書などの修正も行いました。

　また、渡航準備が本格化してきたこともあり、
既存のプロジェクトに加え、セミナーの内容決めや
ヒアリング内容の作成などもプロジェクト活動内で

実施しました。

【コメント】
総合教育事業部の活動はやっぱり、めちゃくちゃやり甲斐を
感じられるところが、大変かつ楽しいところだと思います。
途上国の教育支援という難しい課題に対して、同じ目的意識と
違う考え方を持つ仲間たちと共に、議論したり頭を捻りながら
挑む日々は有意義かつ最高に意味のあるものだと思います。
僕の中での現在の総合教育事業部の課題は「本当に必要と

されている教育的支援の形を探す」ことなので、
現在継続している支援プロジェクトを進めながら、

新しい支援のカタチについても仲間達と現地を巻き込みながら
考えていきたいです！



10

事業部活動報告事業部活動報告

ラオス事業部が解体し、
全てのチームが総合教育事業部に入る形で

新たなスタートをきりました。
これまでと同様、ラオスの教育環境を

改善することに貢献できるよう
頑張ろうと思います。       

〇ラオス事業部

今後とも、形を新たにしていく風の会を
よろしくお願いいたします！      



11

お知らせお知らせ
クラウドファンディング
~学校建設プロジェクト～

10月からクラウドファンディングを開始します！
魅力的なリターンもご用意しているので
ぜひ最新情報の更新をお待ちください！

Syncable運用について
~財務部長より～

3月からシンカブルの運用を開始いたしました。
シンカブルを通して支援者様と風の会の橋渡しが

できたら嬉しいです。支援していただいた方々との
交流会も開催予定なので、カンボジアやラオスを

支援したい方、教育支援をしたい方、子どもたちの
支援をしたい方、大学生と交流会で話したい方

どなたでも大歓迎いたしております。
是非ご協力よろしくお願いいたします。



文責：特定非営利活動国際協力NGO　風の会


